
受託団体名　飯田市　

１．　事業名称
飯田市　地域との協働による日本語教育推進事業
２．　事業の目的

３．　事業内容の概要

４．　運営委員会の開催について
【概要】
回数 開講日時 時間数 場所

1

平成26年5月
18日（日）
１0：00～１2：
00

2時間 飯田市公民館

2

平成26年9月
27日（土）
１3：00～１5：
00

2時間 飯田市公民館

3

平成26年12
月6日（土）
１3：00～１5：
00

2時間 飯田市公民館

4

平成26年2月
8日（日）
１5：30～１7：
30

2時間
山本二ツ山団地
内集会所

委託事業実施内容報告書
平成２６年度「生活者としての外国人」のための日本語教育事業

【地域日本語教育実践プログラム（Ｂ）】

・事業進捗状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　・長野県の文化庁事業について　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　・市内日本語教室の近況

・「子育てと日本語」、「わいわいサロ
ンⅡ」学習内容について　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　・集住地区教室（常盤
台）進め方について

検討内容議題出席者

・「子育てと日本語」、「わいわいサロ
ンⅡ」の取り組みについて

・今年度文化庁委託事業について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　・飯田市として応募、採択された経過　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　・事業の概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　・市内日本語教室の近況

春原直美・樫野武司・
秦文映・氏原理恵子・
大澤志那子・熊谷文世

春原直美・樫野武司・
秦文映・氏原理恵子・
大澤志那子・湯澤ちふ
美

平成25年度に地域との協働で開催した子育て講座「子育てとにほんご」・日本語教室「わいわいサロンⅡ」
の活動を、さらに関係機関等との連携を拡充して展開する。教室に参加する学習者が、実践的な日本語を
学ぶとともに、日本文化や地域の人々に触れることにより、地域社会へ踏み出していける架け橋のような役
割を担うことを目指す。地域住民主体の“学習と交流の場”としての公民館を拠点にすることで、日本人と外
国人が共に主体となる地域日本語教育推進のための体制整備を図る。

◆子育て講座「子育てとにほんご」の実施
25年度に引き続き、子育てをしている外国人を対象に、子育てに関する必要な知識や日本語を学ぶ講座を
実施する。企画・運営には、昨年度の受講者を中心に子育て中の当事者に企画委員として関わっていただ
き、内容や教材等を検討する。また、地域の子育て関係団体や市の事業等とも連携を図り、地域で開かれ
ている学級や講座へ外国人が参加していけるよう体制整備を行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆日本語教室「わいわいサロンⅡ」の実施
25年度に引き続き、日本語教室「わいわいサロンⅡ」を鼎にて前期・後期の二期、これまで定期的には日本
語教室がなかった外国人集住地区2箇所の公民館で開催し、その地域に住む外国人成人を主な学習者対
象とする。内容は生活に必要とされる実践的な日本語とともに、地域の文化やそこで暮らしていくために必
要な情報などについても学べるものとする。扱うテーマや教材は、25年度も参加していただいた日本語支援
者を中心として検討する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　◆飯田市の地域日本語教育における体制整備
「子育てとにほんご」「わいわいサロンⅡ」を開催するにあたり、教室のスタッフだけでなく、様々な方面の関
係団体等と協働で企画・運営をする。教室のスタッフと関連部局・関係者で構成される企画会議を教室開講
前に行ない、地域との協働による地域日本語教育の体制整備を図る。また、複数の外国人集住地区の公
民館で日本語教室を開催することにより、その地区の多文化共生における課題やニーズを汲み取り、地域
住民との共有を図ることで、外国人の地域活動参画の促進につなげる。

春原直美・樫野武司・
秦文映・氏原理恵子・
大澤志那子・湯澤ちふ
美

・事業進捗状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　・長野県の取り組み「バイリンガル指導者による講座」につ
いて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・市内日本語教室の
近況

・集住地区教室（山本）立ち上げにつ
いて

春原直美・樫野武司・
秦文映・氏原理恵子・
大澤志那子・吉澤裕美
子・湯澤ちふ美

・平成26年度事業の総括　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　・来年度の事業について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　・日本語教育に関する意見・情報交換

・来年度の事業について　　



５．　取組についての報告

○取組１：子育てと日本語
（１）　　体制整備に向けた取組の目標

（２）　　取組内容

（３）　　対象者

（４）　　参加者の総数　　　　　22　　　　人
　　　出身・国籍別内訳　

8人 人
1人 人
1人 人
2人 1人
人 5人

（５）　　開催時間数（回数）　　　　14　時間　　　（全　　7　回）

回数 開講日時 時間数 場所 参加人数 国籍（人数） 取組のテーマ 内容 講師等氏名 補助者氏名

1

平成26年6月
14日
１0：00～１2：
00

2時間 鼎公民館 8人

中国（4人），
台湾（1人），
韓国（1人），
日本（2人）

【言葉】親子でやっ
てみよう！手遊び
やわらべ歌

前半は、親のみで企画委員が講師となりグー
チョキパーやむすんでひらいといった手遊びを覚
えた。後半は、子どもと合流して覚えた手遊びや
体遊びを実践した。

企画委員

NPO法人ラブリー
ズスタッフ(菊原訓
子・山本もとみ・竹
内千代子)

2

平成26年6月
21日
１0：00～１2：
00

2時間 鼎公民館 6人

中国（1人），
台湾（1人），
韓国（1人），
ベトナム（1
人）フィリピ
ン（1人），日
本(1人）

【言葉】保育園の
先生と話してます
か？

保育園の用語や園生活、園の選び方などを保育
士さんにお話し頂いた。挨拶から一歩進んだ子
どもの様子を聞く言い方等も学び、会話練習を行
なった。

松村由美子

NPO法人ラブリー
ズスタッフ(山本貴
子・夏目美奈・竹
内千代子)

3

平成26年7月
5日
１0：00～１2：
00

2時間 鼎公民館 5人

中国（2人），
韓国（1人），
フィリピン(1
人)，日本(1
人)

【言葉】言葉の発
達にタイセツなこと

言語聴覚士を講師に迎えた。子どもの言葉の発
達にとっては、規則正しい生活や十分な運動、情
緒の発達などの感覚を育むことが大切であると
いうお話をお聞きした。

知久万寿美

NPO法人ラブリー
ズスタッフ(平沢
忍・山本貴子・山
本もとみ)

4

平成26年8月
23日
１0：00～１3：
00

2時間 鼎公民館 10人

中国（3人），
台湾（1人），
韓国（1人），
フィリピン（1
人），日本(4
人)

【食】お弁当を作っ
てたべよう

秋の運動会に向けてお寿司など悪くなりにくいメ
ニューを取り入れたキャラ弁に挑戦。卵焼きを初
めて作る学習者も多く、お弁当の細かい部分が
分かったと好評だった。

山田安世

宮下米子・堀川美
也子・大嶋多恵
子・市村祐子・後
藤典子

5

平成26年9月
6日
１0：00～１3：
00

2時間 さんとぴあ 13人

中国（2人），台
湾（2人），ベト

ナム（1人）フィ

リピン（1人），ド

イツ（1人），アメ
リカ(1人)，日本

(5人)

【食】おやつを作っ
て食べよう

子どもがあまり食べない時、おやつだけどお腹に
たまるものが知りたいという企画委員の要望に
講師が答えて下さり、野菜や豆腐を使ったメ
ニューを作った。新しい参加者も多かったが、簡
単に作れるメニューだったので、学習者同士が
しっかりコミュニケーションをとれた様子だった。

松原千尋

宮下米子・堀川美
也子・大嶋多恵
子・穴水博美・牧
原博子

6

平成26年11
月8日
１0：00～１2：
00

2時間 伊賀良公民館 6人

中国（2人），
ベトナム（2
人），フィリ
ピン（1人），
ドイツ（1人）

【体】リトミックを楽
しもう

リトミックを体験した。言葉の入った曲の時に、日
本語が分からない親子は動けなくなる場面もあっ
たが、全体的には楽しく音楽に合わせて体を動
かすことができた。講師が自身が地域で行って
いる講座についてお話しされたところ、興味を
持った学習者もいた。

長沼香

中国 インドネシア

・様々な関係機関の方々に関わっていただくことで、外国人も同じ地域住民として子育てしているという認識
をもっていただき、外国人でも子育てしやすい環境づくりを目指す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・講座で日本語や情報を補っていくことで、受講者が子どもを通じて地域
社会へ踏み出していく機会や勇気を持てるようにする。

・当地域で子育てをしている外国出身者を対象とした子育て講座を開講する。　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　

・子育て中の外国人及び日本人

韓国 タイ ・台湾2名・ドイツ1名・アメリカ1名
ブラジル ペルー
ベトナム フィリピン
ネパール 日本

（６）　  取組の具体的内容



7

平成26年11
月22日
１0：00～１2：
00

2時間 伊賀良公民館 6人

中国（2人),  
ベトナム（1
人），ブラジ
ル（1人），日
本（2人）

【体】病院の先生と
話そう

小児科の先生を迎え、座談会形式でざっくばらん
に子どもの体・病気について話した。学習者も普
段聞けない個別の悩みが聞けて良かった様子。

萩元緑朗
堀川美也子・大嶋
多恵子・市村祐
子・穴水博美

（７）　　参加者の募集方法

（８）　　特徴的な活動風景（２～３回分）

〈グループで実習〉様々な国の学習者がいる構成となるようグループ分けし、日本語で会話をしながら調理
した。簡単に作れるメニューであった為、初めての参加者も多かったが、しっかりと会話が出来た様子。子ど
もの健康に配慮し、豆腐や野菜を使ったメニューにしたことも好評だった。

〈試食・片付け〉託児に預けていた子どもや夫も加わり、皆で試食。子育て講座ということもあり、普段は母
親中心の参加者だが、子どもや夫も加わったことで、参加者同士の会話も弾み、父親の子育てに関わる様
子も見られた。その後全員で片付けを行なった。

幼稚園・保育園、小中学校へのチラシ配布、外国籍の子どもがいる家庭にダイレクトメール、飯田市内20地
区公民館へチラシ配布、市役所外国人窓口にチラシ設置、外国人キーパーソンに呼びかけ依頼。

【第2回　6月21日（土）10：00～12：00　鼎公民館　学習テーマ：保育園の先生と話してますか?】

〈導入〉参加者が集合したところで、開講の挨拶、メニューの説明、自己紹介を行ない、4グループに分かれ
た。
〈デモンストレーション〉日本語のメニューを見ながら、講師がゆっくりとした日本語を使って、作り方を見せ
た。講師は助産師でもある為、子どもの健康や成長に関する情報も取り入れたお話しをしてくれた。

参加者：6名　講師：保育士　松村由美子さん

〈会話練習〉ファシリテーターが、保育士と子どもの送迎時に話すときの便利なフレーズ等を導入し、講師に
練習相手となってもらって、ひとりずつ練習した。お迎えのとき、親が「今日はどうでしたか」と保育士に聞く、
朝送って行ったとき体の調子で少し心配なことについてお願いする言い方などを、受講者が個々に起こりそ
うな状況を考えて練習していた。（例「熱はないんですが、鼻水が少し出ます。」「わかりました。様子をみて
みますね。もし悪くなるようならお母さんのほうへ連絡します。」）

〈質問、ふりかえり〉受講者から保育園生活に関する質問を受け付けた。実際に保育園であった問題で、保
育士に聞いていいことなのか、どう聞けばいいのかわからず悩んだということや、これから保育園へ通うこと
になるにあたっての不安など、受講者から活発に質問が出た。講師は丁寧に答えてくれた。

〈事前準備〉日本語を集中して学べるよう、前日のうちに講師と事務局で計量、分配などは済ませた。

〈あいさつ〉参加者が集合したところで、講師も含めひとりずつ自己紹介。出身国、子どもの年齢、保育園な
どに通っているかなどについて、講師が把握した。

〈講師の話〉保育園、幼稚園の目的や違い、園生活の流れなどについて、保育園で使われる用語にも着目
しながらお話いただいた。少人数だったため、受講者からの質問もその都度受け付けながら進めた。園生
活での特別な日本語（登園、連絡帳、お昼寝など）についても触れた。

【第4回　9月6日（土）10：00～13：00　さんとぴあ　学習テーマ：おやつを作って食べよう】
参加者：13名　講師：もぐもぐ隊（助産師）　松原千尋さん     メニュー：ヨーグルトゼリー・色々お豆腐団子



（９）　　取組の目標の達成状況・成果

（１０）　　改善点について　　

子育てと日本語企画委員会の開催について

【概要】

回数 開講日時 時間数 場所

1

平成26年4月
22日（火）
１3：00～１5：
00

2時間 飯田市公民館

2

平成26年5月
8日（木）
１3：00～１5：
00

2時間 飯田市公民館

3

平成26年5月
29日（木）
１3：00～１5：
00

2時間 飯田市公民館

4

平成26年6月
9日（月）
１3：00～１5：
00

2時間 飯田市公民館

5

平成26年7月
16日（水）
１3：00～１5：
00

2時間 飯田市公民館

6

平成26年9月
18日（木）
１3：00～１5：
00

2時間 飯田市公民館

今年度は、昨年学習者の関心が高かった内容をもとに、保育士、小児科医、乳幼児学級の講師など、さま
ざまな関係機関の方々に教室に関わっていただいた。

実施後、学習者に聞き取り調査をしたところ、体験したことのない内容の講座に参加出来たことや、普段な
かなか話すことのできない専門家と関わることができたことへの、満足の声が聞かれた。また、今回講座に
関わってくださった様々な関係機関の方々からは、子育て中の外国人の悩みなどを聞き、こちらも勉強に
なったので、今後も何かできることがあれば協力していきたいとおっしゃっていただけたことも成果の一つで
あると感じる。

参加者を集めることが難しかった。内容的にも必須ではなかったのかもしれない。

・講座の内容について
・「食」の講座の内容について
・お弁当づくり、おやつ作りの講師の
選定

山田通子、秋姫政、ガルシア

エルリー、ｸﾞｪﾝﾄｯｸｸﾞｪﾄｩ、大
澤志那子、湯澤ちふ美

・講座の内容について
・子どもの体や健康、成長などについ
て知りたいこと
・講師の選定

参加者も講座実施後、興味は持ったものの、外国人学習者の地域の子育て講座などへの参加は実際にみ
られず、本講座への参加のみという単発的な学習に留まっており、受講者が子どもを通じて地域社会へ踏
み出していく機会や勇気を持てるようになったとは言い切れない。今後は、保育園・幼稚園やつどいの広場
と一緒に（共催）行うなどして、学習者がもっと地域へ入っていきやすい方法が必要と感じる。今回講座に関
わってくださった様々な機関との連携を今後さらに強め、より地域参画に効果的な講座に発展させたい。

出席者 議題 検討内容
山田通子、秋姫政、市瀬久

美、ガルシアエルリー、ウマ
ンリン、大澤志那子、熊谷文

世

・講座テーマについて
・講座日程について

・講座全体で学習するテーマについ
て、委員自身が興味のある分野など
を出し合い、3つの分野にしぼる。
・講師の選定
・委員が都合のいい日程の調整

山田通子、秋姫政、市瀬久

美、ガルシアエルリー、ウマ
ンリン、大澤志那子、熊谷文

世

・講座テーマについて
・講座日程について

・「ことば」の講座の内容について
・講師の選定

木村深幸、山田通子、秋姫

政、市瀬久美、大澤志那子、

熊谷文世
・講座の内容について

・「ことば」の各回の内容について

木村深幸、山田通子、秋姫
政、市瀬久美、大澤志那子、

熊谷文世
・講座の進め方について

・第1回で扱う内容（歌や手遊びなど）
の選定、検討
・第1回の進め方について

山田通子、秋姫政、市瀬久
美、ガルシアエルリー、ウマ

ンリン、大澤志那子、熊谷文

世







○取組２：わいわいサロンⅡ
（１）　　体制整備に向けた取組の目標

（２）　　取組内容

（３）　　対象者

（４）　　参加者の総数　　　　　95　　　人
　　　出身・国籍別内訳　

38人 人
人 人

12人 人
人 5人
人 36人

（５）　　開催時間数（回数）　　　　50　時間　　　（全　　25　回）

回数 開講日時 時間数 場所 参加人数 国籍（人数） 取組のテーマ 内容 講師等氏名 補助者氏名

1

平成26年6月
30日
１9：00～21：
00

2時間 鼎公民館 10人

台湾（1人），
中国（2人）
カナダ（1
人）,ブラジ
ル（3人），
フィリピン（3
人）

自己紹介、自分の
国の文化を紹介し
てみよう

少し改まった場面での自己紹介の仕方、お互い
に出身地等の質問の仕方について学んだ。ま
た、それぞれの食文化についても話し、最後に
話をした人のことをクラス全体へ発表した。

井口一紀、馬本
綾子、下岡恭子、
ジャロ京子、向山
敦子、山崎りえ
子、山崎ルミ、大
澤志那子

堀川美也子、大嶋
多恵子

2

平成26年7月
7日
１9：00～21：
00

2時間 鼎公民館 9人

中国（2人）
カナダ（1
人）,ブラジ
ル（3人），
フィリピン（2
人）、アメリ
カ(1人)

かしこく買い物して
ますか？

ポイントカード、クーポンなどの意味や使い方に
ついて情報交換をした。地域の店舗の情報など
についても話した。また、カードを申し込むときの
言い方などについても触れた。

下岡恭子、向山
敦子、山崎りえ
子、山崎ルミ、大
澤志那子

堀川美也子、大嶋
多恵子

3

平成26年7月
14日
１9：00～21：
00

2時間 鼎公民館 9人

台湾（1人），
中国（1人）
カナダ（1
人）,ブラジ
ル（3人），
フィリピン（2
人）、アメリ
カ(1人)

職場や学校で上
手に話そう

職場や子どもの学校へ、欠席や遅刻の連絡をす
るときの言い方について学習した。直接伝える場
合と電話で伝える場合、職場も学校も関係ない
学習者は日本語教室を休む場合などと、学習者
個々の状況に合わせて練習した。

馬本綾子、下岡
恭子、ジャロ京
子、向山敦子、山
崎りえ子、山崎ル
ミ、大澤志那子

堀川美也子、大嶋
多恵子

4

平成26年7月
21日
１9：00～21：
00

2時間 鼎公民館 10人

中国（3人）,
カナダ(1人)
ブラジル（3
人），フィリ
ピン（3人）

病院の問診票を理
解する

各言語対訳のものと日本語の問診票を使用し、
大体の日本語の質問の意味を理解し、自分の答
えが言えるようになることを目標として取り組ん
だ。学習者個々の状況に合わせて、できる人は
日本語だけの問診票へ記入することにも挑戦し
た。

井口一紀、馬本
綾子、下岡恭子、
ジャロ京子、向山
敦子、山崎りえ
子、山崎ルミ、大
澤志那子

大嶋多恵子、穴水
博美

5

平成26年7月
28日
１9：00～21：
00

2時間 鼎公民館 11人

台湾（1人），
中国（3人）
カナダ（1
人）,ブラジ
ル（3人），
フィリピン（3
人）

病院の先生と話そ
う

病院の医師をゲストに迎えた。診察時の症状の
伝え方をや質問の仕方を練習したあと、ゲストの
医師に実際に学習者ひとりずつと会話の相手を
していただいた。詳しくは言えなくても、具合の悪
い箇所を伝えることが大事というようなアドバイス
もいただいた。

市立病院白旗医
師、井口一紀、馬
本綾子、下岡恭
子、ジャロ京子、
山崎りえ子、山崎
ルミ、服部珠予、
八木孝子、大澤
志那子

堀川美也子、大嶋
多恵子

番外

平成26年8月
3日
１0：00～１3：
00

2時間 さんとぴあ 9人

台湾（2人），
カナダ（1
人）,ブラジ
ル（2人），
フィリピン（4
人）

郷土料理を作って
食べよう

飯田の伝統料理「五平餅」とトン汁を学習者とそ
の子ども、日本人支援者で作った。外国籍の子
ども達も五平餅は大好きな料理、でも初めて作っ
たと嬉しそうだった。普段とは違う雰囲気で学習
者同士も会話が弾んでいた。

堀川美也子、大
嶋多恵子、井口
一紀、下岡恭子、
ジャロ京子、向山
敦子、八木孝子、
大澤志那子

・外国人であれ日本人であれ、同じ地域で暮らす住民であるということをお互いに認識してもらい、更にその
地域を住みやすくしていくためにどうするかを考える機会とし、地域課題を少しずつ解決していくことを目指
す。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　・この教室で学んだ受講者が、地域社会で自立した生活を送れるような一助となる。

・外国人の成人を対象とした、生活のために必要な実践的な日本語や日本文化について学ぶ教室を開設
する。
・24・25年度連続で開設した鼎にて前期・後期の二期と、これまで定期的な日本語教室は行われてこなかっ
た2箇所の外国人集住地区の集会所で開催することとする。開催日時は週末の昼間など、受講者がより集
まりやすい時を検討する。
・教室の内容については、日本語支援者で構成される企画会議を開き、企画・検討し、必要があれば教材
等も作成する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   
                           　　 ・学習テーマによっては、関係機関の方に教室に参加していただいたり、現場へ受
講者が出向いたりして、より実践的な日本語を学べる教室とする。また、外国人集住地区での地域課題（自
治会、防災、環境等）についても積極的に学習テーマとして取り入れる。

成人で日本語を学びたい方

【鼎前期】　6月30日～8月25日　14時間　（全7回）

中国 インドネシア
韓国 タイ ・カナダ1人・アメリカ1人・台湾2人

ブラジル ペルー
ベトナム フィリピン
ネパール 日本

（６）　  取組の具体的内容



6

平成26年8月
18日
１9：00～21：
00

2時間 鼎公民館 11人

台湾（1人），
中国(3人)、
カナダ（1
人）,ブラジ
ル（3人），
フィリピン（3
人）

保険や年金の仕
組みを知ろう

民間で保険業を営むファイナンシャルプランナー
をゲストに迎えた。基本的な年金と保険の仕組
みについて話を聞いた。学習者には、自分の保
険証を持参して貰い、各々加入している保険の
確認をした。今までの講座で一番良かった、もっ
と聞きたいという学習者の声があがった。

千賀秀樹、井口
一紀、下岡恭子、
向山敦子、山崎
ルミ、服部珠予、
八木孝子、大澤
志那子

堀川美也子、穴水
博美

7

平成26年8月
25日
１9：00～21：
00

2時間 鼎公民館 8人

台湾（1人），
中国(1人)、
カナダ（1
人）,ブラジ
ル（3人），
フィリピン（2
人）

飯田の水害の歴
史と備え

飯田市危機管理室より講師を迎え、飯田の水害
の歴史や災害時に発令される警報の言葉を学
んだ。その後、グループワークで支援者と一緒に
ハザードマップの見方や避難所の場所などを確
認した。

後藤武志、下岡
恭子、ジャロ京
子、向山敦子、山
崎ルミ、大澤志那
子

堀川美也子、大嶋
多恵子

回数 開講日時 時間数 場所 参加人数 国籍（人数） 取組のテーマ 内容 講師等氏名 補助者氏名

1

平成26年10
月20日
１9：00～21：
00

2時間 鼎公民館 11人

中国（3人），
ブラジル（5
人）,フィリピ
ン（2人）、カ
ナダ(1人)

飯田弁で話してみ
よう！

飯田の方言のなかで特徴的なものについてを学
んだ。聞いてわかるようになることと、よく使われ
るものは少し使えるようになるよう口頭練習し
た。日本滞在が短期間の学習者もいて、理解と
定着には個人差が見られた。

井口一紀、馬本
綾子、下岡恭子、
ジャロ京子、山崎
りえ子、山崎ル
ミ、木下弘子、服
部珠予、大澤志
那子

堀川美也子，大嶋
多恵子

2

平成26年10
月27日
１9：00～21：
00

2時間 鼎公民館 11人

中国（3人），
ブラジル（5
人）,フィリピ
ン（2人）、カ
ナダ(1人)

ゴミの分別、正しく
できますか？

飯田市環境課とゴミ分別啓発ボランティアの皆さ
んに来ていただき、分別やリサイクルステーショ
ンの利用の仕方、ゴミカレンダーの見方などを
ワークショップ形式で学んだ。日本人でもわから
ないことはたくさんあり、支援者からも勉強になっ
たという声が多かった。

福田絵都、馬本
綾子、下岡恭子、
ジャロ京子、向山
敦子、山崎りえ
子、木下弘子、服
部珠予、大澤志
那子

堀川美也子，大嶋
多恵子

3

平成26年11
月3日
１9：00～21：
00

2時間 鼎公民館 10人

中国（3人），
ブラジル（5
人）,フィリピ
ン（2人）

自己紹介きちんと
できるようになろ
う！

名前、出身、居住地等を丁寧に伝える表現と、初
対面の人にそれらを質問する言い方を学んだ。
ペアになった人の他己紹介をクラス全体の前で
ひとりずつ発表した。

馬本綾子、下岡
恭子、向山敦子、
山崎ルミ、木下弘
子、大澤志那子

堀川美也子，大嶋
多恵子

4

平成26年11
月17日
１9：00～21：
00

2時間 鼎公民館 15人

中国（3人），
ブラジル（8
人）,フィリピ
ン（3人），カ
ナダ(1人)

救急法を学びま
しょう

消防署の方をゲストに、救急法（心臓マッサージ
とAEDの使用方法）を教えて頂いた。最低限必要
な日本語についても注目し、実践練習した。

井口一紀、馬本
綾子、下岡恭子、
ジャロ京子、向山
敦子、山崎りえ
子、山崎ルミ、木
下弘子、服部珠
予、大澤志那子

堀川美也子，大嶋
多恵子

5

平成26年12
月1日
１9：00～21：
00

2時間 鼎公民館 10人

中国（3人），
ブラジル（5
人）,フィリピ
ン（2人）

薬局で話してみよ
う

薬局で症状を伝え、薬を買う時の表現を学んだ。
薬の箱などを参加者に持参してもらい、ロールー
プレイも行なった。学習者のブラジルの方は、薬
はブラジルから持ってきているそうで、日本でも
買うことが出来ればより便利ではないか。

井口一紀、下岡
恭子、ジャロ京
子、向山敦子、山
崎ルミ、大澤志那
子

堀川美也子，大嶋
多恵子

6

平成26年12
月8日
１9：00～21：
00

2時間 鼎公民館 15人

中国（3人），
ブラジル（8
人）,フィリピ
ン（3人），カ
ナダ(1人)

水引細工に挑戦

地元の企業へお願いし、水引の歴史や用途など
について作品等を見せてもらいながらお話をして
いただいたあと、淡路結びと梅を実際に参加者
が作る体験をした。飯田の文化に触れながら、
色とりどりの水引を選んでいくところから、楽しく
貴重な体験となった。

飯田水引協同組
合職員、井口一
紀、馬本綾子、下
岡恭子、ジャロ京
子、向山敦子、山
崎ルミ、木下弘
子、服部珠予、大
澤志那子

堀川美也子，大嶋
多恵子

7

平成26年12
月15日
１9：00～21：
00

2時間 鼎公民館 10人

中国（3人），
ブラジル（5
人）,フィリピ
ン（2人）

年賀状を書いてみ
よう

参加者同士で年賀状を出し合うこととし、ひとり２
枚程度年賀状を作成した。宛名書きはやはり難
しかったが、縦、横、文字などは個々の能力に合
わせ選んでもらった。裏面もそれぞれ工夫し、個
性豊かな作品がたくさん仕上がった。事務局の
方で実際に投函していただいた。

馬本綾子、下岡
恭子、向山敦子、
山崎りえ子、山崎
ルミ、木下弘子、
大澤志那子

堀川美也子，大嶋
多恵子

回数 開講日時 時間数 場所 参加人数 国籍（人数） 取組のテーマ 内容 講師等氏名 補助者氏名

1

平成26年8月
23日
１9：00～21：
00

2時間 松尾常盤台集会場 11人 中国（11人）
自己紹介、自分の
国の文化を紹介し
てみよう

名前、出身などの基本的なことを言う自己紹介
の仕方、所属等や名前を一緒に言う便利な言い
方などについて学習し、練習した。また相手の国
や家族について尋ねる言い方も学習した。ペア
を替えながら大勢の人と自己紹介をしあう活動
等も取り入れ、初対面の支援者と学習者とが交
流した。

後藤信義、篠田
初美、下岡恭子、
服部珠予、八木
孝子、秦文映、秦
治樹、大澤志那
子

2

平成26年8月
30日
１9：00～21：
00

2時間 松尾常盤台集会場 9人 中国（9人）
かしこく買い物して
いますか？

値段の言い方、数（ひとつ、ふたつなど）の言い
方などと、買い物の際の簡単な会話（「～を２つく
ださい」など）を練習した後、買い物体験のワーク
ショップを行った。「いらっしゃいませ」やコンビニ
等でよくきかれる「温めますか」などについても、
聞いてわかる語彙として提示した。

後藤信義、篠田
初美、下岡恭子、
服部珠予、八木
孝子、秦文映、秦
治樹、大澤志那
子

3

平成26年9月　
6日　
　
１9：00～21：
00

2時間 松尾常盤台集会場 9人 中国（9人）
職場などで丁寧な
日本語を使ってみ
よう

仕事や日本語教室を休むときの表現について学
んだ。カレンダーの語彙（明日、来週など）につい
て確認した後、ロールプレイなども入れながら、
仕事等を休む、遅刻するときの言い方を練習し
た。

後藤信義、篠田
初美、下岡恭子、
服部珠予、八木
孝子、秦文映、秦
治樹、大澤志那
子

4

平成26年9月
20日
１9：00～21：
00

2時間 松尾常盤台集会場 17人 中国（17人） 病院での会話

病気の症状を伝える言い方を学んだ。ロールプ
レイを入れたことで緊張感を持って出来た様子。
言語レベルに差はあるが、出来る方はプラスア
ルファのことや丁寧な表現を聞いてくれるなどし
た。

後藤信義、篠田
初美、下岡恭子、
服部珠予、八木
孝子、秦文映、秦
治樹、大澤志那
子

【鼎後期】　10月20日～12月15日　　14時間　（全7回）

【松尾常盤台】　8月23日～10月4日　12時間　（全6回）



5

平成26年9月
27日
１9：00～21：
00

2時間 松尾常盤台集会場 12人 中国（12人）
保険や年金の仕
組みを知ろう

外国人にかかわる保険、年金等の分野に詳しい
方をゲストに迎えてお話をきいた。学習者は全員
中国出身者だったため、通訳もいれながら行っ
た。そろそろ年金を受給する年齢の方も多く、
個々の問題として引き寄せ、質問も多く出され
た。

西梶博、後藤信
義、下岡恭子、
ジャロ京子、服部
珠予、八木孝子、
秦文映、秦治樹、
大澤志那子

6

平成26年10
月4日
１9：00～21：
00

2時間 松尾常盤台集会場 9人 中国（9人）
災害が起きたらど
うしますか

常盤台区長のお話しの後、災害マップを見なが
ら安全な場所を確認した。その後、ファシリテー
ター指示のもと災害に関する言葉をワークショッ
プ形式で学んだ。

常盤台区長、後
藤信義、篠田初
美、下岡恭子、服
部珠予、八木孝
子、秦文映、秦治
樹、大澤志那子

回数 開講日時 時間数 場所 参加人数 国籍（人数） 取組のテーマ 内容 講師等氏名 補助者氏名

1

平成26年2月
8　日
１3：00～１5：
00

2時間
山本二ツ山団地集会
所

7人 中国（7人）
きちんと自己紹介
できるようになろう

名前や出身地を伝える表現を学習し、ひとりずつ
発表した。お互いに情報をききあう活動も取り入
れて、できるだけ多くの参加者と会話をした。

下岡恭子、服部
珠予、八木孝子、
木下弘子・向山敦
子・大澤志那子

2

平成26年2月
15日
１3：00～１5：
00

2時間
山本二ツ山団地集会
所

5人 中国（5人）
家族について話そ
う

家族の言い方について学び、お互いの家族のこ
とについて、絵を見せ合って話した。

後藤信義、篠田
初美・下岡恭子、
八木孝子、・大澤
志那子

3

平成26年2月
22日
１3：00～１5：
00

2時間
山本二ツ山団地集会
所

5人 中国（5人）
好きなこと、趣味
などについて話そ
う①

好きな食べ物や趣味などについて話した。日本
語支援者の好みなどについても話し交流を深め
た。

後藤信義、下岡
恭子、服部珠予、
大澤志那子

4

平成26年3月
1　日
１3：00～１5：
00

2時間
山本二ツ山団地集会
所

5人 中国（5人）
好きなこと、趣味
などについて話そ
う②

好みや趣味について、少し詳しく話した。料理の
つくり方や「どんな」を使った質問ができるよう学
習した。

篠田初美、八木
孝子、木下弘子、
大澤志那子

5

平成26年3月
8　日
１3：00～１5：
00

2時間
山本二ツ山団地集会
所

5人 中国（5人） 美容院での会話
美容院で髪型の要望を伝える言い方を学んだ。
美容師と客の役を決めてロールプレイなどもし
た。

後藤信義、服部
珠予、八木孝子、
向山敦子、大澤
志那子

【山本二ツ山】　2月8日～3月8日　　10時間　（全5回）



（７）　　参加者の募集方法　

（８）　　特徴的な活動風景（２～３回分）

〈導入〉関西の言葉、ニュースの言葉、飯田の言葉、違いがあるか考え、飯田弁だと思う言葉をグループご
と話し合い全体で共有。

〈開講式〉後期1回目の講座だったため、学習者と日本人支援者の自己紹介と、教室についてのオリエン
テーションを行った。

〈飯田弁の寸劇〉支援者が行う飯田弁の会話を聞いて、なんと言っているか聞き取ってみる。その後飯田弁
〈まとめ〉学習者カードへ感想を記入し、次回の予告等をして終了。

〈飯田弁の口頭練習②〉「～ている」が飯田の方言だと「～とる」になることを紹介し、グループごと絵シートを
見ながら「～とる」と使う練習。

参加者：11名　ファシリテーター：大澤　志那子さん

〈支援者打ち合わせ〉開始15分前に、日本語支援者とファシリテーターで授業の流れについて確認。

〈導入〉病院に行ったことがあるか、その理由やだれといったかなどについてグループで話す。
〈あいさつ〉教室開始のあいさつと講師の紹介

〈体の部位名確認〉グループごと、学習者のレベルに合わせて、資料をみながら体の各部の名称を言える
か、聞いてわかるかなどを確認した。ゲストの先生はその様子を見学。

〈症状を言う練習〉ファシリテーターがクラス全体に提示した表現を使いながら、各グループで主に風邪の症
状を伝える言い方を練習。日本語支援者が医師役。ゲストの先生は引き続きクラスの様子を見学。

〈医師と会話練習〉学習者ひとりずつゲストの白旗医師と診察時に症状を伝える会話を練習。各自自分に
合ったものを考えて練習。実際にある症状を伝えている人もいた。全員が終わったところで先生にコメントを
いただいた。

〈質問の仕方について練習〉再びグループごとに分かれて会話練習。診察が終わるとき、何か医師や看護
師に質問したいことがあったらどう言うかをグループ内で練習した。白旗医師は再び見学。

〈白旗先生のお話と質問〉白旗医師から、症状を伝えるときに最低限、「どこがいつから」を身振りでもいい
ので伝えられることが大事だということをお話いただき、学習者からの質問も時間が許す限り受け付けて答
えていただいた。

〈医師と会話練習〉学習者ひとりずつゲストの白旗医師と、診察後の質問をしてみる会話の練習。各自自分
に合ったものを考えて練習。全員が終わったところで先生にコメントをいただいた。

〈まとめ〉白旗医師にお礼を述べ、次回の予告等をして終了。

飯田市内20地区公民館へのチラシ配布、地区回覧版、受講記録のある外国人家庭にダイレクトメール、市
役所外国人窓口にチラシ設置、外国人キーパーソンに呼びかけ依頼。

〈打ち合わせ〉開始15分前に、日本人支援者とファシリテーターで学習の進め方について打ち合わせした。

〈あいさつの飯田弁紹介〉よく使われる飯田弁を紹介。
〈飯田弁口頭練習①〉理由を言う「から」が飯田弁では「もんで」になることを紹介し、グループごと絵カードを
使って「～もんで」の練習。絵カードのものが好きな（きらいな）理由を「～もんで」を使って言ってみた。

【鼎後期　10月20日（月）19：00～21：00　鼎公民館　学習テーマ：飯田弁で話してみよう】

参加者：11名　講師：白旗医師　　ファシリテーター：大澤志那子
【鼎前期　7月28日（月）19：00～21：00　鼎公民館　学習テーマ：病院の先生と話してみよう】



（９）　　取組の目標の達成状況・成果

・鼎地区は飯田市の中心に位置する好立地。ここで間口を広く、日本語を学びたい成人を市内全域から募
集し、時間も仕事後に参加出来るよう、平日の夜行った。学習者は前期後期で継続した方もいたが、ほとん
ど入れ替わった。少し話せる学習者が多かった為、交流しながらの学習が出来た。　
・生活のために必要な実践的な日本語や日本文化について学ぶ内容として行なった「飯田弁で話してみよ
う」、「飯田の伝統工芸水引」の回では、支援者と共に実際に体験することでこの地域に暮らす上で不可欠
な日本語と知識の他、知っておくとここで生きることが楽しくなるような情報を提供することができた。
・市立病院医師、ファイナンシャルプランナー、水引協同組合など、新たな分野の地域のリソースを活用した
授業展開ができた。各分野との連携体制を構築できたと同時に、講師として教室に参加してくださった方々
が、生活者としての外国人を意識するきっかけにもなったことは成果といえるだろう。

【松尾常盤台】

参加者：9名　講師：松尾常盤台区長　ファシリテーター：大澤　志那子

〈事前準備〉会場設営のあと、日本語支援者で進め方についての簡単な打ち合わせ

〈災害の用語〉ファシリテーターが「地震」「土砂崩れ」「避難」などの災害の用語をいくつか提示し、それぞれ
の動きを決めた。会場内を音楽に合わせ歩き、音楽が止まったときにファシリテーターが発する用語の動き
をするゲームをして用語の定着をはかった。

〈閉講の会〉最終回であったため、学習の振り返りをしたあと簡単な閉講式。学習者を含む関係者のあいさ
つ、皆勤賞の発表などをし終了。

【常盤台　10月4日（土）19：00～21：00　松尾常盤台集会所　学習テーマ：災害が起きたらどうしますか】

〈開会、あいさつ〉参加者がおおよそ集まったところで開会し、ゲストの区長さんを紹介。
〈区長さんのお話〉この日のテーマについて喚起をしたあと、区長さんから当地区の防災についてのお話を
聞いた。学習者はすべて中国出身だったため、中国語での随時通訳を運営委員でこの地区で帰国者のた
めの日本語教室を開いている秦さんにお願いした。

〈ハザードマップ確認〉座っていたテーブルごとに用意した学習者居住地区のハザードマップを広げ、日本
語支援者が協力しながら、危険箇所や避難場所の確認をした。

【鼎前期・後期】

・外国人が多く居住する団地を抱える地区での教室開催となった。主にこの地区に住む学習者が集まった。
既存の日本語教室（中国帰国者が指導する中国帰国者のための教室）では得られない日本人支援者との
交流ができた。いろいろな日本人と学べることがいいという学習者アンケートの意見もあった。
・保険・年金に関すること、地域の防災に関することなど、生活に密着した情報を提供することができ、学習
者の反応もよかった。



（１０）　　改善点について

【山本二ツ山】

・開催地３カ所それぞれ学習者の層や日本語レベルがあり、それを把握するまでに時間を要したため、最初
から学習者に合致した内容でできなかった部分があった。事前にある程度把握する方法を検討する必要が
ある。
・日本語支援者がスキルアップできる機会を設けることができなかった。通常の教室活動やその振り返りか
ら実践的に学ぶ部分も多いが、それ以外に専門家を招いた研修会等を開催し、総合的にレベルアップして
いけることが望ましい。またファシリテートできる人材を育成することも重要だろう。
・どの地区も学習者確保に課題があった。広報の仕方を見直すことも必要である。

・松尾常盤台地区同様、外国人が多く居住する団地での教室開催となった。該当地区を抱える地区公民館
の全面的な協力を得て開催できたことは、地域課題を解決する糸口をみつけるためにも良かったのではな
いか。従来の日本語支援者の他に、該当地区在住の日本人支援者参加も数名あった。





６．　事業に対する評価について
（１）　　事業の目的

（２）　　事業目的の達成状況

（３）　地域における事業の効果，成果　　

平成25年度に地域との協働で開催した子育て講座「子育てとにほんご」・日本語教室「わいわいサロンⅡ」
の活動を、さらに関係機関等との連携を拡充して展開する。教室に参加する学習者が、実践的な日本語を
学ぶとともに、日本文化や地域の人々に触れることにより、地域社会へ踏み出していける架け橋のような役
割を担うことを目指す。地域住民主体の“学習と交流の場”としての公民館を拠点にすることで、日本人と外
国人が共に主体となる地域日本語教育推進のための体制整備を図る。

地域のリソースとの連携がより広がった。市役所や消防署などの公的機関に加えて、民間の協同組合、病
院の医師などを迎えての教室活動ができた。学習者アンケートでも役に立つ情報を得られて良かったなどと
いう声があったり、教室終了後に「ためになる講座だった」という生の声もあった。連携した団体も個人も、市
役所や公民館を通じて打診をすることで、初めてでも信用を得て協力体制を築くことができた。協力してい
ただいた方々からは、地域で生活している外国人が意外に多いことや抱えている問題などを知ることができ
たという声も多かった。

外国人の集住地区での地域課題（自治会に参加しない人が多い、生活習慣の違いによる日本人世帯との
トラブルなど）を、日本語教室の開催で少しでも解決の方向を見出せないかと、松尾常盤台と山本二ツ山で
開講した。開講にあたっての準備段階で、どちらの地域も、公民館や自治会の関係者と懇談を持ち、その方
たちの理解と協力を得ることができた。教室開催の周知や受講者募集なども連携して取り組めた。さらに、
学習内容にもその方たちの思いを反映させることができた。教室活動にも参加していただき、日本語教室の
実際を体感してもらうことができた。日本語教室は、単に言葉だけでなく、生活に関わる様々な事柄につい
て学べる場所であり交流の場だという認識が、地域関係者・学習者・日本語支援者・外部からの講師・教室
スタッフなどへも浸透したと思われる。



（４）　改善点，今後の課題について　

ⅰ　現状　

ⅱ　今後の課題

ⅲ　今後の活動予定

（５）　その他参考資料

今年度、開催地域を拡充し、外国人世帯の集住地域2箇所でも試験的に行った日本語教室の活動から見えてき
た各地域の実情と課題、ニーズなどに寄り添った日本語教室を開催し、外国人の自立促進と地域課題解消への
一助となる。さらに関係機関等との連携を強化して展開する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆日本語教室「わいわいサロンⅡ」出張講座の実施
平成24年度から取り組んできた「わいわいサロンⅡ」の学習内容で、より生活に直結し大切な課題であるもの（ゴ
ミ分別や子育てに関することなど）について、当市で以前から活動している既存の日本語教室を会場に実施す
る。全4回、2～3箇所の予定。外部の講師を招いての講座等は、なかなか一つの教室だけではできるものでな
く、普段の学習もマンネリ化傾向にあるため、それぞれの教室でこの出張講座を機に、今後の活動を拡充させて
もらいたい。扱う内容や実施体制は、それぞれの教室の中心メンバーなどを交えた企画会議で検討する。　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　              ◆日本
語教室「わいわいサロンⅡ」の実施
平成25年度に引き続き、日本語教室「わいわいサロンⅡ」を鼎・常盤台の2箇所で前期・後期の2回ずつ開催す
る。本年度も場所を鼎公民館と外国人集住地区常盤台集会所とし、その地域に住む外国人成人を主な学習対象
とする。内容は生活に必要とされる実践的な日本語とともに、地域の文化や生活情報などについても、積極的に
地域の関係者や団体を教室へ迎えて学べるものとする。外国人集住地区の常盤台については、対象を絞って読
み書きも学習できる内容を検討予定。扱うテーマや教材は、平成25年度も参加していただいた日本語支援者を
中心として検討する。                                                                                              ◆シンポジウム「日
本語教室ってどんなところ？」（仮称）の実施
20年近く地域で行われてきている日本語教室の活動の様子、地域日本語教育の重要性などを広く周知しその活
動が今後活発化につながるためのシンポジウムを開催する。時期は2月ごろを予定。「わいわいサロンⅡ」を含め
た市内各教室の様子の発表、学習者の意見発表、各種アトラクションなどを通じて、関係者だけでなく、日本人、
外国人を問わない一般の方々にも日本語教室の存在やその意義を知ってもらう機会としたい。実施にあたって

飯田市には総人口104,776人に対し、2,076人（比率1.98%）の外国人住民が暮らしている（平成26年12月末
現在）。日本語教育活動については、公民館、民間団体、中国帰国者支援関係の団体が主催するボラン
ティア日本語教室が4か所あり、それぞれ20年近く活動している。また、厚生労働省の日系人就労準備研修
が2009年より毎年実施されている。当市には、大学や日本語学校等の専門機関がないうえ、既存の日本語
教室は、学習者が自身の都合に合わせて自由に選べるほどの会場数・開催時間の幅がない。さらに、公共
交通機関に限りがあるため主な交通手段が車だが、自宅から遠隔地に日本語教室が開催されると、車を
持っていない等の事情により通うことが困難な人もいる。

指導する日本語ボランティアの高齢化と後継者不足、指導力向上の機会の少なさ、教室活動のマンネリ化
等が課題として存在する。外国人住民の地域参画については、外国人居住率10％以上の公営団地を抱え
る地区では、言葉や文化の違いが壁となり、地域活動を共にできないといったことが課題となっている。

・学習がこの教室活動だけに留まってしまっており、外国人が地域活動に参画していく、自立して生活してい
くといったところまでは達していない。言葉や知識だけを教室で与えて、あとは個々の力量に任せるというの
ではなく、教室活動から更に一歩踏み出したかたちのしかけを考えて取り組んでいく必要がある。
・地域の中でこの活動に携わる人材をもっと増やすことが必要。外国人集住地域での活動であれば、その
該当地域の人々の中から多く参加してもらうことが望ましい。今回多少は見られたが、まだ不充分で、さらに
広めて深めることができれば、地域課題解決にもつながっていくのではないだろうか。



・松尾常盤台学習アンケート



・受講者一覧






